
令和８年度 第１回上下水道委員会会議録 

 南アルプス市上下水道局総務課  

日 時  
令和８年５月２２日（金） 

午後１時３０分～２時５５分 
筆記者  時田 啓 

出席者  

(欠席者) 

市長 上下水道委員：１８名（欠席者０名） 

（欠席：    ） 

 

執行部：１１名 

入倉局長 志村総務課長 廣瀬経理課長 塚原工務課長 井上浄水管理

課長 中込給排水課長 田鹿経理課主幹 眞壁経理課課長補佐 飯野総務

課課長補佐 時田総務課課長補佐 三神総務課主事 

出席者合計２９名 

 

１．開会（志村総務課長） 

 

２．委嘱状の交付（金丸市長） 

  委嘱を行う前に、本委員会の概要を、志村総務課長より説明 

代表交付（加藤隆博様が受領、他の委員は机上に据え置き） 

 

３．市長あいさつ（金丸市長） 

本日は、公私ご多忙のところ、南アルプス市上下水道委員会 委員の委嘱状の

交付、並びに令和８年度第１回上下水道委員会にご出席いただき、誠にありがとう

ございます。 

日頃より、本市の上下水道事業の運営に対し、ご理解とご協力を賜り、また、

本委員会委員への就任につきまして、ご快諾いただきましたこと、心より感謝申し

上げます。 

さて、本市の上下水道事業を取り巻く環境は、非常に厳しい状況が続いており

ます。高度経済成長期に建設した多くの管路や施設が更新時期を迎えていること

や、人口減少社会の到来による使用水量の減少、また、複雑化する社会情勢の変化

等に対応できるように、長期的な視野に立った、上下水道事業の経営が求められて

おります。 

特に、水道事業においては、必要な更新投資に対する財源の確保について検討

した結果、本年１０月に、水道料金の改定を行うこととなりました。 



本日の議事につきましては、上下水道事業それぞれの、令和８年度予算の概要

及び主要事業について、ご説明をさせていただきます。 

委員の皆さまには、両事業の円滑な運営、推進につきまして、忌憚のないご意

見を賜りますようお願い申し上げます。 

 

４．正副委員長選出  

（志村総務課長） 

南アルプス市上下水道委員会条例第５条第２項により、「正副委員長は、委員の

互選により定める」と規定されております。 

  選任するにあたりどのようにいたしましょうか。 

 

（委員） 

事務局の考えはどうか。 

 

（志村総務課長） 

委員長につきましては、これまでも、上下水道事業の経験のある方にお願いし

てきた経過がございますので、本上下水道局の出身者であります「八田房男」様

にお願いしたいと思います。また、副委員長につきましては、前期の下水道事業

審議会で委員長を経験されている、「齊藤康太郎」様にお願いしたいと思います

が、いかがでしょうか。 

 

（委員） 

異議なし 

 

（志村総務課長） 

異議がないようなので、委員長は「八田房男」様、副委員長は「齊藤康太郎」

様にお願いしたいと思います。 

 

５．委員長あいさつ（八田委員長） 

ただいまご推薦をいただき、本委員会の委員長を拝命いたしました八田でござい

ます。 

さて、本委員会は、私たちの生活に密接に関係している、「上下水道事業」の重

要な課題について、幅広い視点から検討し、より良い提言を行う使命を担っており

ます。その責任の重さを、改めて深く感じているところでございます。 

今後も、委員の皆様のお知恵とご経験を賜りながら、上下水道事業に対する市民

の安心、及び安全に資することができるよう、齊藤副委員長と協力しながら、本委

員会の運営に、全力を尽くしてまいる所存でございます。 

どうぞ今後とも、ご指導・ご協力を賜りますようお願い申し上げ、簡単ではござ

いますが、ご挨拶とさせていただきます。 



 

６．職員紹介 

  入倉局長より、総務課長 経理課長 工務課長 浄水管理課長 給排水課長  

事務局の順で、自己紹介を行う。 

 

７．議事（議長：八田委員長） 

（１）水道事業 令和８年度予算の概要及び主要事業について（資料 1）・・・（説

明者：廣瀬経理課長、塚原工務課長、井上浄水管理課長） 

  ・資料に基づき説明した後、質問等を促す。 

 

（八田委員長） 

事務局より説明があった、水道事業 令和８年度予算の概要及び主要事業につ

いて、質問等がありますか。 

 

（三木委員） 

地域に本日の議事内容を伝える立場でもあるので、水道事業の課題、将来的な

見通しなどのキーワードを教えてほしい。 

  （事務局） 

    水道事業の課題としましては、管路や施設の老朽化が進んでいるので、その

解消を行っていかなければならないことが課題のひとつである。また、地震等

の災害に備えて耐震化も図っていく必要があること。もうひとつは、人口減少

による料金収入の減少対策のため、料金改定を行う予定だが、このところの物

価高騰の影響により、今後５年間この改定額で続けていけるのか、検討してい

かなくてはならないことだと思っている。 

（三木委員） 

遊・湯ふれあい公園の西側に工場が建設されている。本日の資料４ページの工

事との関連性は。 

  （事務局） 

    東部工業団地の工事については、産業観光部所管の企業誘致の開発行為のな

かで、水道工事、下水道工事等を行っている。工事終了後は、それらが市に寄

付されるが、上下水道局ではそれらを管理していくことになる。 

 

（小林委員） 

中東情勢の悪化により資材等が高騰している。令和８年度事業の執行は大丈夫

か。予算は足りなくなるのではないか。 

  （事務局）     

    資材の卸売業者に確認すると、資材の在庫がない、取り寄せられない、単価

についても上がると伺っている。資材の調達が遅くなった場合には、工期延長

で対応する。工事については単価スライド方式で行っており、状況により単価

を上げて契約変更で対応する。予算が足りなくなった場合は補正を考えている

が、状況を見ながら発注を調整する。 

 

（２）下水道事業 令和８年度予算の概要及び主要事業について（資料２）・・・

（説明者：廣瀬経理課長、塚原工務課長） 

  ・資料に基づき説明した後、質問等を促す。 



 

（八田委員長） 

事務局より説明があった、下水道事業 令和８年度予算の概要及び主要事業に

ついて、質問等がありますか。 

 

（三木委員） 

収入の中の他会計補助金とは。 

  （事務局） 

    市の一般会計からの補助金です。 

（三木委員） 

支出により、一般会計から補助金としてもらえるものがあるという理解で良い

のか。 

  （事務局） 

    水道事業では、水道料金のみで運営できているが、下水道事業では、下水道

料金のみでは運営できない状況のため、一般会計から補助してもらいながら事

業を行っている状況である。 

 

（三木委員） 

市の下水道の加入の考え方は。加入は任意で良いのか。 

  （事務局） 

    下水道法では「速やかに接続」となっているが、費用も掛かることから強制

はできない。加入者説明会等を開催して、加入促進を図っている。また、加入

の際の補助金もある。 

 

（飯野委員） 

農業集落排水事業とは。 

  （事務局） 

   芦安地区の汚水を処理している事業である。 

 

（小林委員） 

昨年 1 月に埼玉県八潮市の陥没事故が発生した。その事故に伴った対策は行っ

ているのか。 

  （事務局） 

    本市では、下水道管路内の異常を確認するため、テレビカメラ調査を毎年行

っている。本市には八潮市と同様の大規模な管路はないが、細心の注意を払い

ながら維持管理を行っている。 

 

（野田委員） 

資料の１ページ、収入の営業外収益の内訳は。また、他会計負担金の中に児童

手当負担金があるが。 

  （事務局） 

   受取利息及び配当金が 2,179 千円、他会計補助金が 235,235 千円、他会計負担

金が 364,455 千円、国庫補助金が 42,102 千円、長期前受金戻入が 683,846 千

円、雑収益が１千円、消費税還付金が 18,635 千円である。また、公営企業で

は、児童手当は一般会計が負担することが決まりとなっている。 



 

（３）その他 

   なし 

 

 ８．その他 

（委員） 

なし 

（事務局）・・・事務連絡（志村総務課長） 

このあと、駒場浄水場の視察を行います。時間は１時間くらいを予定していま

すので、ご都合のつく方は、是非ご参加をお願いいたします。また、送迎の車を玄

関前にご用意しておりますので、ご利用いただきたいと思います。ご自身の車で直

接現地に行かれる方は、現地解散とさせていただきますので、気をつけてお願いい

たします。 

 

９．閉会のことば（齊藤副委員長） 

委員の皆さん長時間お疲れ様でした。 

本日からこの委員会がスタートしましたが、これから 2年間皆さんとともに勉

強しながら、また、分からないところは上下水道局にお聞きしながら、良い事業

の取り組みとなるよう極力協力していきたいと思っています。そのために皆様に

ご協力いただきたいのでよろしくお願いいたします。 

本日はお疲れ様でした。ありがとうございました。 

                                   

  （終了：午後２時５５分） 

 


